





A Preparatory Study on Engineering 
College Students' Vocational Views 
Shigeo SHIBA Y AMA and Fumitoshi HA Y ASHI 
The purpose of this study was to find out certain kinds of dimensions through which 
vocational views of engineering college students might adequately be interpreted. 
416 subjects were asked to answer a questionnaire on their motives for entering the world 
of work， occupations which they think they themselves can enter， and criteria for their 
vocational choices as well as decisions. 
As the results of the factor analysis， we found 11 dimensions. And it was suggested that these 









定法が提唱されている。たとえば， Super， D. E.l)の職業
価値観調査目録 (WorkValues Inventory)やRosen-











































M SD I I I I 
たとえ職場に不満があっても、いったん就職したら転職すべきで!i 2.7 はない。 31 .04 (1.2) 。
2 一生懸命に働いて金持になることが、人生の幸福への近道である。 I2.5 I (1.2)j 08! 54 I -.07 
3 女性は出産後も可能な限り職業を続けるべきである I2.5 I (1.0) I一「
4 計画的な人生を送るよりも、その日その日をのんきに暮したい。 I2.3叶(1.l)I -.37 I 町02 I .04 
05 5 生活ができるなら、人は定職を持たなくてもよい。 12.1* 
6 今の社会では、個人の才能や能力よりもむしろさずと歴によって、そ l
3.2 の人の将来が決まる。
7 出世や昇進のために毎日あくせく暮すのは、愚かなことである。 I 3.0 
(1.1) I -.37 I .07 
[( 1. 1) I -. 27 I -. 30 







y I 2.9 
し'0 (1. 0) I→ 19 I .12 25 













3 . 7 *I (1. 0) I -. 15I -. 35
3.8 * I (1. 0) I -.04 
.15 
29 25 































20 仕事をすることは、人間の義務だから、働けるだけ働かなければ I2.9 I (1.2) 
ならない。 49 I . 06 I -. 10 
21 勤務年数に応じて昇給。昇進が決まる年功序列制度を排除して、
実力主義にもとづく人材登用がなされるべきだ。 3.1 1(1.0) I -.06 02 I -.18 
一計支 54 
目02
22 帰宅後まで仕事のことで悩まされるのは耐えられない。 I3.8キ I(1.1) 
23 人生で一番尊いことは、一生を貫く仕事を持つことである。 I3.3 1(1.2) 
24 職業を通して白分の能力や個性を発揮することよりも、幸福な家 I 0' I I 3.4 I (1.0) 庭生活を築くことを優先させたい。 I ú.~ I 
25 終生ひとつの仕事に従事するよりも、いろいろな職業の仕事がし|
てみたい。 I27 I (1.1) 
26 仕事は仕事として吉uり切って、極味やレジャーを楽しむような生! 4.0キ I(0.9) 活を送りたい。
.14 I .00 
-.39 一.05I .10 
一.06
27 社会的な池位や名誉を得ることよりも、 「金持になる」ことの方 l
I 2.6 が自分にとっては重要だ。 I
28 収入のことは二の次にして、職業を通して社会に貢献できるよう l
な人生を送りたい。
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M SD I E 田
30 勤務時間外に、上役の顔色をうかがって、残業するのは愚かなこ 3.5 ( 1.1) ー.16 ー.19 .29 とである。
31 女性が外で働く場合は、家族に迷惑や不都合をかけない範囲にし 4.3 * (0.9) ておくべきである。
32 今日、社会的成功をおさめている人たちは、本人の能力と努力の 3.7* ( 1.1) .38 ー.14 -.10 たまものによるところが大きい。
33 仕事に打ち込み、仕事そのものの中で人生の生きがいを見いだし 3.3 ( 1.1) .43 ー.12 ー.21たい。
34 必要以上に金銭を得ることは、その人間の墜落につながる。 2.8 ( 1.3) .09 ー.45 .15 
35 世の中の正しくないことを押しのけて、 'i青く正しく生きる」こ 3.1 (1. 0) .46 ー.37 .07 とこそ、自分が第 1に守り通したい生活信条である。
36 仕事のために自分の個人的な生活を犠性にするのは、愚かなこと 3.5 ( 1.0) ー.03 -.03 57 である。



























































M SD I E E 
1 たとえ仕事はきつくても、品い収入のかせげる職業につきたい。 2.8 (1. 0) ー 23 .08 .51 
2 働く時間が長く自由な時聞が少なくても、仲間と楽しく働ける職 3.8キ (0.9) .44 05 12 士号に京iU民したい。
3 先輩や知人とのつながりの強い職場へ就職したい。 3.2 (1. 0) .18 22 03 
4 i日1い収入が得られなくても、雇用が安定し失業の怖れのない職業 3.6 * ( 1目。) .34 51 -.17 につきたい。
5 できる限り地元の職場へ就職したい。 3.6求 (1. 3) i 12 26 02 
6 現在の規模は小さくても、将来、発展の可能性のある職場へ就職 4.1 * (0.8) 33 -.02 27 したい。
7 人から尊敬されなくても、向い収入の得られる職業につきたい。 2.4ネ (0.9) へ35 .01 .16 
8 経済的にはそれほど恵まれなくても、世の中のためにつくせる仕 2.7 (0.9) 66 .06 -.02 事をしたい。
9 多少収入は低くても、勤務時間が短く自由な時間が多い職業につ
きたLミ。 2.6 (0.9) 04 .09 一.46
10 就職するのに、仕事の内容について好ききらいをいうのは、ぜい 2.2 * (1. 0) 05 27 04 たくだ。
11 大企業で歯車の 1っとして働くより、たとえ中小企業でも自分の 4.1キ (0.9) .32 一.37 13 能力や個性が発揮できるような職場へ就職したい。
12 仲間と楽しく過ごせなくても、履用が安定し失業の怖れのない職 2.4ネ (0.9) 一17 .41 08 士号へ就職したい。
13 忙しくてゆっくり楽しむ時間がもてなくても、自分がそのことに 3.7* (0.9) 36 一.11 33 打ち込めるような仕事につきたい。
14 昇進や成功のチャンスが少なくても、仲間と楽しく過ごせる職場 3.1 (0.9) 31 .10 一.52へ就職したい。
15 向性ばかりの職場よりも、異性の多い職場へ就職したい。 3.7ホ (1. 0) 01 18 .00 
16 多少収入は低くても、暖かい人間昧ある職場へ就職したい。 3.8斗 (0.8) .62 09 】 24
17 労働時間が長くても、昇進や成功のチャンスの多い仕事につきた 3.2 (0.9) : .03 15 61 
Po 
18 自分の個性や能力が発揮できるかどうかより、収入の品さや安定 2.7 ( 1.0) ー 39 51 08 性の方を重視したい。
19 収入は多少低くなっても、責任の少ない気楽な仕事がしたい。 I 2.3 * ( 0目9) 一.13 30 -.47 
20 同僚との競争が激しくても、白分の能力や適性が生かせるような 3.5 (0.9) 23 一回09 45 職業につきたい。
21 たとえ仕事の内容は平凡で、も、世間体(社会的評価)のよい職業
3.0 (1.0) I -.06 62 -.13 につきたL、。
22 昇進や成功のチャンスが少なくても、雇用が安定し失業の怖れの 3.1 (0.9) 13 .57 一.36ない職業につきたい。
23 転勤のために引越をする必要の少ない職場に就職したい。 3.8キ ( l.l) .03 23 一.09
24 多少収入は低くても、自分の能力や個性をフルに発揮できる職場 I3.6 * (0.9) I 司68 23 へ12へ就職したい。
25 たとえ大学での専門が生かせなくても、 A流企業であれば就職し 2.7 ( 1.1) へ31 37 10 たい。
26 仕事の内容は多少きつくても、社会に対して貢献できる職業につ 3.0 (0.9) 59 06 27 きたLミ。
27 将来、発展しそうな会社よりは、現在、社会的評価の品し寸断易へ 2.5 (0.9) 一.16 43 -.05 就職したい。
28 昇進や成功のチャンスが少なくても、iJtの中のために役玄つ仕事 2.7 (0.9) 65 I .14 -.08 がしたい。
29 就職先の労働条件さえよければ、世間の評価など気にならない。 2.7 (0.9) へ15 ー.15 -.02 



















































された。各因子の相対的寄与率は，順に36.6~ ， 28.5~ ， 














































lv SD I E 町 N V 
1 いわゆる現場の仕事よりも、事務所内でする仕事 2.7 ( 1.1) .13 -.06 .15 .61 一.03がしたい。
2 デザインや設計関係の仕事につきたい。 3.2 ( 1.2) .03 36 目。2 15 21 
3 仕事を通して自分の知識や能力を品めることので 4.2本 (0.7) 02 .46 一.01 ー 03 .25 きる仕事がしたい。
4 たえず細かい注意力が要求される仕事は、自分に 3.0 (1. 0) 16 一.42 .10 01 18 は不向きである。
かなりの体力が要求きれる仕事でも、やっていけ5 2.9 ( 1.1) .20 .20 07 44 03 る自信がある。
6 できれば人を監督したり統率していくような仕事 3.4 (1. 0) .56 20 .09 がしたLミ。
7 決められた仕事をするより、創意工夫が求められ 3.8ホ (0.9) .15 .52 へ19 01 48 るような仕事がしたい。
8 教育関係の仕事がしたい。 2.4 * ( 1.1) .17 .05 53 04 .05 
9 努力さえすれば、一流の当業マンとしてやってい 2.6 ( 1.1) 59 目18 一.03 一.17 .02 ける自信がある。
10 社会的地位や名声の得られる職業につきたい。 3.1 (1. 0) .29 .07 23 .14 .33 
1 一人でやる仕事よりも、仲間と協同でやっていく 3.6 * (0.8) 04 01 21 一.07 .22 ような仕事がしたい。
12 体をつかう仕事よりも、頭をつかうことの多い仕
3.4 ( 0.8) .10 25 目。8 56 06 事がしたLミ。
13 手先の器用きには、自信がある。 3.3 ( 1.1) 12 48 .07 01 04 
14 工業技術者としての仕事は、自分には不向きであ 2.4 * (0.9) .16 一.56 一.04 .15 04 る。
15 美しいオフィスで仕事ができる職業につきたい。 3.0 ( 1.1) .28 -.10 .12 51 .07 
16 たとえ苦労は多くても、権力が持てるような仕事
2.8 ( 1.0) .53 .14 03 -.02 -.16 がしたし当。
17 どちらかといえば、地味な仕事よりも派手な仕事 2.7 (0.9) .41 -.02 -.01 .12 .19 がしたい。
18 複雑な仕事よりも気楽にできる仕事につきた ¥¥0 3.0 (1. 0) 06 48 26 .15 .06 
19 一生を技術者として貫き通すことが、自分の職業 3.1 ( 1.1) -.22 .38 20 .11 .03 生活の理想、で、ある。
20 セールスーエンジーアーの仕事は、うまくやれる
3.2 (0.9) 42 一23 一02 .13 一.05自信がなL、。
21 できれば公務員になりたい。 3.1 (1. 2) 09 12 64 13 03 
22 人と会ったり、話をしたりする機会が多い仕事に 2.9 ( 1.1) 53 03 1ー2 -.04 33 っきたい。
23 収入が品ければ、多少危険がともなう仕事でもか 2.5 (1. 0) .10 .13 一.01 -.26 。まわない。
24 できればメ カーにおいて、製品の研究 開発に 3.7* (1. 0) 一回16 44 .25 1 24 携わる技術者としてやっていきたい。
25 責任は重くても、自分の裁量にまかされているよ 3.7ネ (0.9) 司24 .49 I -.04 -.07 .14 うな仕事がしたい。
26 書類の作成、簡単な経理など、一般的事務処理能
2.6 (1.0) I ー24 一.03 18 25 叩 09カには白f言がある。
27 人を説得したり勧誘したりすることに、興味があ 2.3* ( 1.1) .56 .06 .14 06 04 る。




M SD I E 回 五「 V 
29 人間を相手にする仕事よりも、自然や機械などを
3.4 (1. 0) 一.54 .19 目15 町07 一.15拍手にする仕事がしたい。
30 日々、内容が変化に富んだ仕事がした"0 3.5 (1. 0) .02 .03 目。7 06 .40 
31 将来は独立して、白営業としてやっていきたいの 3.1 ( 1.2) .30 。 11 08 13 
32 ユ モアや社交性が必要な仕事は、自分には不向 2.8 ( 1.2) -.49 一.07 一.01 .08 .ー39きである。
33 機械の操作・修理などは、普通の人よりもうまく
3.3 (1. 0) 01 51 目。4 -.24 一.01やれる自信がある。
34 職業を通して自分の人間的な進歩・向上がはかれ 4.0ネ (0.8) .07 36 .04 .ー04 .20 るような仕事を Lt:い。
35 営業職や販売職でも、収入が高ければ就職したい。 2.3 * ( 1.0) .45 26 .14 .00 .01 
36 研究者や学者のような仕事には、興味がな"0 2.4 * ( 1.1) .15 38 .18 .20 .06 
37 あまり動かない仕事よりも、動きまわることので
3.5 (0.9) .15 .06 06 .ー51 .35 きる仕事がしたい。
38 たえず、新しい知識や技術が要求される仕事でも、
3.3 (0.9) 18 68 04 目ー14 07 やっていける白f言ー がある。
39 ~冒]度な専門的知識よりも幅広い知識が要求される
3.3 (0.9) 32 06 .09 .ー01 29 ような仕事につきたい。
40 将来、何人かの部下を管理・統率していける自伝
3.2 ( 1.0) 65 29 .05 -.02 -.07 がある。
41 できれば公務員として技術関係の仕事をしていき
3.3 ( 1.1) 一.05 .06 72 .13 .ー06たし、 O
42 ごみいった難しい仕事は、うまくやれる日伝がな
2.6 (0.9) .ー18i -.56 .06 一.02 .02 L、。
43 大学での専攻が生かせないような仕事には、っき 3.0 
たくない。 (1. 2) 一.16 34 .11 一回08 -.06 
44 つねにアイデアや独創性が求められる仕事は、う 2.6 ( 1.0) ー26 一.40 .16 i 01 -.35 まくやれる白f言がな Po
45 決まりきった内容を毎日くり返すような仕事は、 i 3.5 
自分には耐えられない。 ( 1.1) .01 .19 一08 .07 .42 
46 人を説得したり勧誘したりすることには、自Lが 2.3半 (1. 0) .65 .07 08 。 .00 ある。
47 綿密さを要する仕事よりスピードが求められる仕
2.3* (0.9) 20 -.02 .10 -.18 .07 事の方が、白分に向いている。
48 どちらかといえば、 「物をつくる」仕事よりも 2.0 * ( 0.8) 48 41 .04 03 .01 「物を売る」仕事がしたい。
49 品度な専門知識に基づ、いて、たえず研究己開発を 3.2
行なっていく仕事でも、やっていける自信がある。
(0.9) .01 .66 .17 05 -.01 
50 将来は、技術者としてよりも、会社の経語障のー 2.7 ( 1.1) 58 -.12 05 09 .03 員として手腕を発揮していきたい。
51 工業品校や中学校の教師は、白分にとって魅力あ 2.5 
る職業の 1つである。
( 1.3) .14 03 .63 .ー09 一.01
52 日常的に文章を書くことが多い仕事は、うまくや 3.4 ( 1.1) -.32 .05 -.05 -.13 .07 れる自信がない。
53 機械や器具を使って実際に物をつくる技能的な仕 3.4 (1. 0) I -.30 25 11 事をしていきたい。
注) *は、 M>3.5あるいは、 Mく2.5のものを示す。
に対してもつ因子得点を算出した。そして，各因子得点
間の積率相関係数を求めたものが，表4である。これに






Part 1 Part 2 
I I 血 I I II 
P I伝統的・保守的生活観 ~ * 
a .~ r I金銭重視の生活観 .20 * * t 
1 回マイホーム主義的生活観 .20 .05 ¥ * 
P I精神的な満足 .37 一.57 一.09~ 
a ~ r I安定住と社会的評価 .13 06 .31 .04 t 
2 回収入や成功・昇進のチャンス .23 .20 一.24 .17 -.23 ~ 
I営業・管理職志向 .15 .08 .01 .02 一.04 .33 
P I技術職志向 .13 一.08 一.12 20 .26 .28 
a 
r 皿公務員・教員志向 .14 .04 .11 .13 .38 一.03
t 
3 N 事務職志向 06 .15 .15 20 .20 .14 
V 変化に富んだ仕事志向 一.04 一.02 。 .10 .30 .11 

















.24 ~ * * 
.10 .02 ~ 
.01 .12 .10 ¥ 




一一 一ー---e"--一ー一一||伝統的・保守的生活観| • 
ーー 一ー一ー 一ー ーー 量一一一ー 一一，ー ーー ー ーー 一一一
***********「複雑で創意・工夫が求められる仕事への志向1****t*本本*
: (技術職志向) 」 DinmSion I 
L_ー 一ー 一ー 一--一一一ー 勾.-一一一一一一ー 一一ー ー
「ー 一一一ー 一一二.-一一ー ーー ーー 「ー
l変化に富んだ仕事への志向!




























観を尋ねた Part1では， 1 <伝統的・保守的生活観)，

















さらに，職務内容への志向性を尋ねた Part3では， 1 
〈人を相手にする仕事への志向(営業回管理職志向))， 
I <複雑で創意。工夫が求められる仕事への志向(技術
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